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青
少
年
健
全
育
成
「
家
庭
標
語
」
募
集 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
ら
び
に
優
秀
作
品
発
表 

 

こ
の
冬
休
み
を
中
心
に
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
対
話
を
少
し

で
も
進
め
て
も
ら
う
た
め
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
一
対（
２
点
）

の
標
語
で
一
作
品
と
い
う
、
少
し
変
わ
っ
た
形
式
で
「
家
庭
標

語
」
を
募
集
し
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
、
次
の
５
つ
の
中
か
ら
自
由
に
選
択
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

 

(1) 

明
る
い
家
庭 

 

(2) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
へ
の
参
加 

 

(3) 

元
気
な
あ
い
さ
つ 

 

(4) 

家
で
の
決
ま
り
ご
と 

 

(5) 

か
っ
こ
い
い
大
人
・
た
く
ま
し
い
子
ど
も
と
は 

応
募
資
格
は
、
天
城
小
学
校
、
天
城
幼
稚
園
、
天
城
保
育
園
、

多
津
美
中
学
校
、
倉
敷
天
城
中
学
校
の
児
童
・
園
児
・
生
徒
お

よ
び
そ
の
保
護
者
の
方
で
す
。 

最
終
的
に
こ
の
「
家
庭
標
語
」
に
、
21
作
品
（
42
点
）
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

１
月
26
日
（
月
）
に
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
厳
正
な
る

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
、
優
秀
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

２
月
４
日
（
水
）
、
受
賞
者
の
方
に
は
各
学
校
園
を
通
じ
て
、

ま
た
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

賞
状
の
授
与
は
、
各
学
校
園
を
通
じ
て
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
の
当
会
の

活
動
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 
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★
「
夏
季
学
区
内
夜
間
見
ま
わ
り
」 

“
子
ど
も
た
ち
を
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
さ
せ
な
い
”
を
合
言
葉
に
、
７

～
８
月
の
雨
天
を
除
く
毎
週
金
曜
日
と

隔
週
火
曜
日
の
計
８
回
、
当
会
推
進
委

員
・
役
員
、
天
城
小
・
多
津
美
中
の
先

生
方
、
地
域
安
全
推
進
員
、
藤
戸
駐
在

所
ほ
か
、
延
べ
120
名
を
超
す
参
加
者 

を
得
て
、
３
つ
の
コ
ー
ス
の
見
ま
わ 

り
を
実
施
し
ま
し
た
。
通
学
路
に
危 

険
箇
所
や
防
犯
灯
に
球
切
れ
が
な
い

か
、
確
認
し
ま
し
た
。 

（
青
少
年
育
成
部
・
環
境
浄
化
部
） 

天城小学校での表彰式の様子 
 2／18（水）、給食の時間に校内放送

で表彰式が行われました。5 人はそれ

ぞれ自分の標語を読み上げました。 

防犯看板の設置 
 1／18（日）、「子ども安全パトロー

ル実施中！」看板を 2 枚新規設置しま

した。これで累計 30 枚になりました。 

倉敷川土手の清掃と草刈り 
6／15（日）・10／26（日）の 2 回、

延べ 550 人が参加しました。みんなで、

気持ちのいい汗をかきました。 

多
津
美
中
学
校
区 

人
権
学
習
推
進
委
員
会 

当会のホームページを公開しています。 
http://sodateru-amaki.blog.so-net.ne.jp/ 
Google「青少年を育てる会」で検索 

H26 年度活動スローガン 

◇ 

編 

集 

後 

記 

◇ 

卒
業
・
卒
園
式
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

と
て
も
大
き
な
節
目
で
あ
り
、
き
っ
と

思
い
出
に
残
る
特
別
な
一
日
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
反
面
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
不
安
や
戸
惑
い
を
覚
え
、
情
緒
が
と

て
も
不
安
定
に
な
り
が
ち
で
す
。 

古
来
、「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
と
言

い
ま
す
。
保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
入
学
・
入
社
式
は
、
す
ぐ

そ
こ
に
ま
で
来
て
い
ま
す
。 

★
「
教
育
講
演
会
」 

【
天
城
幼
稚
園
】
6
／
16
「
忙
し
い
人

の
キ
ラ
キ
ラ
子
育
て
」 

浅
間
玲
子 

先
生 

【
天
城
小
学
校
】
6
／
22
「
テ
レ
ビ
・

ゲ
ー
ム
・
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
の
こ

わ
～
い
話
」 

筒
井
愛
知 

先
生 

【
天
城
保
育
園
】
6
／
28
「
歯
っ
す
る 

歯
育
て
」 

家
守
己
恵
子 

先
生 

各
学
校
園
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
教
育
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
会
も
共
催
・
後
援

し
て
い
ま
す
。 

 

（
家
庭
教
育
部
） 

 
 

 
 

 
 

 

裏面も 
ご覧くださ

い。  

おかげさま

で、もうすぐ

８年目を迎

えます。 

青
少
年
健
全
育
成
「
家
庭
標
語
」
優
秀
作
品 

（
敬
称
略
） 

 

最
優
秀
賞
【
１
作
品
】 

 

「
お
て
つ
だ
い 

決
め
ら
れ
た
こ
と 

よ
ろ
こ
ん
で
」 

倉
敷
市
立
天
城
小
学
校 

３
年 

 

臼
井 

千
紘 

 

「
う
れ
し
い
な 

や
さ
し
い
気
持
ち 

あ
り
が
と
う
」 

 
 

 
(

保
護
者) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

臼
井 

 

恵 

-
--

---
--

---
--

---
--

---
--

---
--

---
--

---
--

---
--

---
- 

 

優
秀
賞
【
３
作
品
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
順
不
同
） 

 

「
あ
さ 

お
き
た
ら 

ま
ず 

お
は
よ
う
」 

倉
敷
市
立
天
城
幼
稚
園 

６
歳 

 

仙
田 

煌
喜 

 

「
い
ち
に
ち
の 

は
じ
ま
り 

き
も
ち
よ
く
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

保
護
者) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仙
田 

純
香 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

 

「
つ
う
が
く
ろ 

か
な
ら
ず 

だ
れ
か
と 

か
え
り
ま
す
」 

倉
敷
市
立
天
城
小
学
校 

１
年 

 

三
宅 

裕
大 

 

「
い
え
の
ひ
と 

ち
い
き
の
ひ
と
で 

み
ま
も
ろ
う
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

保
護
者) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
三
宅 

和
美 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

 

「
元
気
に
あ
い
さ
つ 

照
れ
く
さ
い 

で
も 

勇
気
出
し
た
ら 
気

持
ち
い
い
」 

倉
敷
市
立
多
津
美
中
学
校 

１
年 

 

横
川 

陽
向 

 

「
そ
の
勇
気 

み
ん
な
に
広
が
り 

笑
顔
咲
く 

そ
ん
な 

あ
な
た  

に 

ま
た
笑
顔
」  

(

保
護
者) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

横
川 

知
英 

---------------------------------- 

佳
作
【
５
作
品
】
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
裏
面
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。 

 

 
 

  



  
第
７
回
「
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」

を
終
え
て 

青
少
年
育
成
部 

 
 

２
月
22
日
（
日
）
に
天
城
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地

点
と
し
て
、
「
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
“
歴
史
散
策
・

健
康
づ
く
り
・
み
ん
な
で
楽
し
く
歩
こ
う
！
”
を
掲
げ
、
今
年

度
で
第
７
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
、
41
組
167
名
も
の
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
主
催

者
と
し
て
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
時
間
得
点
と
課
題
得
点
の
合
計
点

で
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
出
発
時
に
お
渡
し
す
る
コ
マ
図
に
従
っ

て
進
み
、
途
中
で
与
え
ら
れ
る
課
題
に
回
答
し
な
が
ら
、
目
的

地
を
目
指
し
ま
す
。
設
定
時
間
よ
り
早
く
着
き
す
ぎ
て
も
減
点

と
な
る
の
で
、
急
い
で
進
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

体
力
差
や
年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
誰
で
も
参
加
で
き
る
の
で

す
。 

 

大
会
当
日
は
天
気
予
報
ど
お
り
、
前
日
夜
か
ら
雨
模
様
で
し 

「
組
織
の
活
性
化
に
向
け
て
」 

 
 

当
会
の
会
議
体
は
、
総
会
（
推
進
委
員
会
）
、
部
会
、
役
員

会
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
の
活
動
実
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。 ◇

総
会
（
推
進
委
員
会
） 

１
回
（
５
月
） 

◇
部
会 

２
回
（
５･

７
月
） 

◇
役
員
会 

８
回
（
４･

６･

９
×2･

10･

１･

２･

３
月
） 

 
 

現
状
、
推
進
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
ま
か
な
事
業
計
画
を

総
会
で
ご
審
議
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
詳
細
を
役
員
会
で
決
め

る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
定
着
し
て
い
ま
す
。 

手
間
が
か
か
っ
て
も
、
も
っ
と
部
【
青
少
年
育
成
部
・
家
庭

教
育
部
・
環
境
浄
化
部
】
会
を
活
用
し
、
各
部
長
が
中
心
と
な

り
、
話
し
合
い
を
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

当
会
設
立
当
初
の
理
念
に
立
ち
返
り
、
今
後
、
組
織
の
活
性

化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
は
一
層
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
表
面
か
ら
続
く
） 

青
少
年
健
全
育
成
「
家
庭
標
語
」
優
秀
作
品 

（
敬
称
略
） 

佳
作
【
５
作
品
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
順
不
同
） 

「
え
が
お
が 

つ
づ
け
ば 

か
ぞ
く
も 

い
ち
に
ち 

げ
ん
き

な 

あ
い
さ
つ
で 

い
い
こ
と 

い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

天
城
保
育
園 

６
歳 

 

三
原 

衣
代 

「
笑
顔
で 

笑
い
声 

毎
日
響
く 

未
来
に
与
え
た
い 

幸
せ 

な
日
々
」 

(

保
護
者) 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

三
原 

愛
子 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
か
っ
こ
い
い 

せ
い
ぎ
の
み
か
た 

な
り
た
い
な
」 

倉
敷
市
立
天
城
小
学
校 

１
年 

 

西
川 

 

昊
征 

「
妹
に 

カ
サ
を
さ
す 

き
み 

ヒ
ー
ロ
ー
だ
」 

(

保
護
者) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
川
眞
佐
栄 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
ぼ
く
か
ら
だ 

毎
日
あ
い
さ
つ 

言
っ
て
み
よ
う
」 

倉
敷
市
立
天
城
小
学
校 

３
年 

 

片
山 

隆
太 

「
『
こ
ん
に
ち
は
』
に
っ
こ
に
こ 

笑
顔
の
お
ま
け
つ
き
」 

(

保
護
者) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

片
山 

亜
紀 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
『
行
っ
て
き
ま
す
』 

朝
の
ス
タ
ー
ト 

気
持
ち
よ
く
」 

倉
敷
市
立
天
城
小
学
校 

４
年 

 

上
森 

皓
貴 

「
『
た
だ
い
ま
～
』 

そ
の 

ひ
と
言
で 

ひ
と
安
心
」 

(

保
護
者) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
森 

雅
子 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
決
ま
り
は 

い
つ
か 

習
慣
に
な
る
」 

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校 

２
年 

 

森
垣 

隆
暉 

「
休
日
も 

い
つ
も
の
時
間
に 

目
を
覚
ま
し 

家
族
み
ん 

な
で 

朝
ご
は
ん
」 

(

保
護
者) 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

森
垣 

隆
寛 

た
が
、
参
加
者
の
強
い
思
い
が
天
に
通
じ
た
の
か
、
競
技
時
間

中
は
、
ほ
と
ん
ど
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
し
、
安
全
を
最
優
先
と
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

て
い
た
約
30
分
に
相
当
す
る
部
分
（
山
道
や
石
段
の
あ
る
“
ワ

ク
ワ
ク
ロ
ー
ド
”
）
を
大
き
く
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
天
城
の
寺
社
等
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。
主
な
通
過

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。【
遍
照
院
～
天
城
池
田
家
墓
所
～
海
禅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寺
～
天
城
台
集

会
所
（
休
憩
）

～
笹
無
山
～
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

福
寺
～
静
光
寺

～
天
城
キ
リ
ス

ト
教
会
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

設
定
時
間
１

時
間
44
分
の

道
程
を
、
途
中

コ
ー
ス
ア
ウ
ト

し
た
チ
ー
ム
も 

あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
無
事
、
完
歩
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
を
短 

く
し
た
影
響
も
あ
っ
て
、
大
変
な
接
戦
に
な
り
ま
し
た
が
、
上 

位
９
チ
ー
ム
の
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
お 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
当
大
会
を
通
じ
て
、
家
族
や
友
人
の

間
で
会
話
が
弾
み
、
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

来
年
も
も
っ
と
多
く
の
チ
ー
ム
と
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
ご
来
賓
の
天
城
幼
稚
園 

石
井
園
長
先
生
、
天
城

小
学
校 

樋
口
教
頭
先
生
、
藤
戸
駐
在
所 

原
巡
査
部
長
、
多
津

美
公
民
館 

三
宅
館
長
、
ま
た
、
選
手
と
し
て
参
加
の
天
城
小
学

校
・
天
城
幼
稚
園
の
先
生
方
、
う
ど
ん
調
理
を
手
伝
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
天
城
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ

ま
に
は
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

“歴史散策・健康づくり・みんなで楽しく歩こう！” 

 

 

 
第２回部会／全体会の様子 （7／2 天城憩の家） 


